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情報と経済のグローバル化が急速に進む世界の中で、

日本社会と文化のアイデンティティ構築と存続は

きわめて重要な命題となっています。

「文化と伝統」を過去から現在まで継承し、そして未来に

向けて創造していくために、国立大学が推進する教育、

研究、交流、地域貢献の現状を、

毎号“学ブ・創ル・究メル・伝エル”の４つの切り口で

紹介します。今号の重点ポイントは「創ル」です。
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学
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スマートマイクロチップの基盤技術

応用分野（先端的“知”）

国内外共同マイクロチップ開発

センサ／MEMS

LSI

環境モニタチップ

環　境

ユビキタスチップ

情報通信
バイオチップ

医　療

IT農業チップ

農　業
脳計測チップ

生体情報

知能性材料

光電子融合

基盤技術
＋

先端的“知”

図２  スマートマイクロチップ基盤技術と応用分野の先端的「知」との融合による理想的センシング技術の開発

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
セ
ン
シ
ン
グ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

平
成
19
年
度
の
グ
ロ
ー
バ
ル
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
に「
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ト
セ
ン
シ
ン
グ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」が
、採
択
さ
れ
ま
し

た
。本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、世
界
的
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
研

究
施
設（
L
S
I
工
場
）を
所
有
し
て
い
る
豊
橋
技
術
科
学

大
学
な
ら
で
は
の
実
現
不
可
能
な
世
界
的
教
育
研
究
拠

点
形
成
を
目
指
し
、（
ⅰ
）応
用
分
野
の
先
端
的「
知
」を
取

り
入
れ
た
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
セ

ン
シ
ン
グ
」の
開
拓
、（
ⅱ
）ス
マ
ー
ト
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
基
盤
技

術（
ハ
ー
ド
）と
そ
の
応
用
分
野（
ソ
フ
ト
）を
複
眼
的
に
見

渡
せ
、か
つ
国
際
性
と
リ
ー
ダ
ー
的
即
戦
力
を
備
え
た「
セ
ン

シ
ン
グ
ア
ー
キ

テ
ク
ト
」の
人

材
育
成
を
主

目
的
と
し
た
セ
ン
シ
ン

グ
教
育
研
究
活
動
拠

点
形
成
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

I
T
・ユ
ビ
キ
タ
ス
社

会
の
発
展
と
そ
れ
を
用

い
た
社
会
の
諸
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
中
心

と
な
る
セ
ン
シ
ン
グ
分

野
で
、先
端
的
応
用
分

野
で
の
新
た
な
考
え
方

と
な
る
先
端
的「
知
」（Intelligence ; 

知
能
、知
恵
、理
解
）を
取

り
入
れ
た
、セ
ン
サ
・
M
E
M
S
、L
S
I
、光
デ
バ
イ
ス
の
融
合
に
よ

る
最
先
端
の「
ス
マ
ー
ト
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
セ
ン
サ
」（
図
１
）の
開
発（
ス

マ
ー
ト
チ
ッ
プ
概
念
の
創
出
、ス
マ
ー
ト
チ
ッ
プ
設
計
、材
料
・
プ
ロ
セ
ス

開
発
、デ
バ
イ
ス
形
成
・
評
価
）と
そ
の
応
用
シ
ス
テ
ム
分
野
の
開
拓
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
分
野
と
し
て
、セ
ン
シ
ン
グ
が
重
要
と
な
る
ブ
レ
イ
ン
・

マ
シ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
、医
療
・
バ
イ
オ
、環
境
・
I
T
農
業
・
安
心

安
全
分
野
が
あ
り
ま
す
。ま
た
新
た
な
応
用
分
野
と
し
て
、た
と
え

ば
、ユ
ビ
キ
タ
ス
と
ブ
レ
イ
ン
・マ
シ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
融
合
に
よ
る

リ
ア
ル
タ
イ
ム
マ
イ
ン
ド
マ
イ
ニ
ン
グ
な
ど
、人
と
環
境
を
結
び
つ
け
る

新
た
な
情
報
認
識
分
野
の
開
拓
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
概
念
を
示
し
た
の
が
図
２
で
す
。本
拠
点
形
成
で
は
、

必
要
と
さ
れ
る
理
想
的
な
セ
ン
シ
ン
グ
デ
バ
イ
ス
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
か
を
議
論
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
れ
に
は
、理
想
的

セ
ン
シ
ン
グ
デ
バ
イ
ス
を
実
現
す
る
グ
ル
ー
プ
と
、こ
の
デ
バ
イ
ス
を
用

い
て
問
題
解
決
を
お
こ
な
う
応
用
分
野
グ
ル
ー
プ
が
個
別
に
研
究
開

From 豊橋技術科学大学 創

ル
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図1  理想的スマートマイクロセンサチップの概念図

アナログ信号処理
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発
を
進
め
る
の
で
は
な
く
、両
グ
ル
ー
プ
の
融
合
に
よ
り
新
た
な
デ
バ

イ
ス
開
発
を
す
る
と
の
認
識
が
こ
の
拠
点
の
強
調
す
べ
き
特
徴
と
い

え
ま
す
。そ
の
た
め
に
、両
分
野
の
融
合
を
目
指
し
た
研
究
開
発
、人

材
育
成
プ
ラ
ン（
セ
ン
シ
ン
グ
ア
ー
キ
テ
ク
ト
育
成
）が
構
築
さ
れ
て

い
ま
す
。

マイクロチップを確認する石田教授と学生2



バ
イ
オ
マ
ス
生
産
か
ら
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
研
究

大
気
中
C
O
2
な
ど
の
急
激
な
上
昇
に
伴
う
地
球
温
暖
化

現
象
と
原
油
の
高
騰
は
、沖
縄
の
経
済
や
生
活
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
影
響
を
与
え
始
め
て
い
ま
す
。エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

ほ
ぼ
0
％
の
沖
縄
で
は
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
開
発
が
地

域
経
済
の
発
展
を
促
す
牽
引
役
を
務
め
る
の
は
確
実
で
、バ

イ
オ
マ
ス
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
研
究
は
極
め
て
重

要
な
課
題
で
す
。ま
た
、毎
年
襲
来
す
る
台
風
は
、新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
開
発
・
普
及
を
遅
ら
せ
る
要
因
で
も
あ
り
ま
す
が
、

風
力
、太
陽
光
、波
力
と
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
総
合
的

に
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、沖
縄
独
特
の
安
定
的
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
創

造
で
き
ま
す
。

　

琉
球
大
学
農
学
部
、（
独
）農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機

構
農
村
工
学
研
究
所
、お
よ
び
N
P
O
亜
熱
帯
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
研

究
セ
ン
タ
ー
は
、宮
古
島
市
に
宮
古
島
バ
イ
オ
・エ
コ
シ
ス
テ
ム
研
究
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
て
そ
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
開
発
を
平
成
16
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
琉
球
大
学
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
っ
て
い
る
バ
イ

オ
マ
ス
の
利
用
形
態
は
、製
糖
工
場
で
発
生
す
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
絞

り
カ
ス
、バ
ガ
ス
を
炭
化
し
て
炭
と
ウ
ー
ジ
酢
を
生
産
し
農
業
に
利

用
、畜
産
糞
尿
は
メ
タ
ン
発
酵
さ
せ
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
後
、残

り
か
す
は
高
機
能
堆
肥
と
液
肥
に
し
て
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
野
菜
栽
培
に

利
用
す
る
も
の
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、新
し
く
導
入
し
た

高
糖
分
ソ
ル
ゴ
ー
を
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
休
閑
期
間
に
3
〜
4
カ
月
と
い

う
短
期
間
で
栽
培
し
、搾
汁
液
は
エ
タ
ノ
ー
ル
を
生
産
し
て
自
動
車

な
ど
に
利
用
、そ
の
絞
り
カ
ス
は
炭
化
と
高
機
能
飼
料
に
利
用
し
ま

す
。環
境
省
を
中
心
に
実
施
さ
れ
て
い
る
E
3
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ソ
ル

ゴ
ー
導
入
に
よ
っ
て
E
10
に
も
っ
て
い
く
こ
と
も
検
討
課
題
の
ひ
と
つ

で
す
。ま
た
、風
力
発
電
と
太
陽
光
パ
ネ
ル
発
電
を
導
入
し
、そ
れ
ぞ

れ
の
バ
イ
オ
マ
ス
変
換
プ
ラ
ン
ト
が
化
石
燃
料
を
消
費
し
な
い
よ
う

M
anoScan

を
用
い
た
嚥
下
圧
測
定
の
研
究

鼻
咽
腔
か
ら
上
部
食
道
に
か
け
て
の
嚥
下
に
よ
る

内
圧
を
、全
周
性
圧
36
チ
ャ
ン
ネ
ル
セ
ン
サ
ー
を
持
っ

たM
an
oS
can

（
日
本
に
3
台
、耳
鼻
咽
喉
科
で
は

長
崎
大
学
病
院
の
み
）で
1㎜
、1㎜
Hg
単
位
で
の
測

定
を
行
っ
て
い
ま
す
。耳
鼻
咽
喉
科
領
域
の
嚥
下
に

関
す
る
デ
ー
タ
が
な
く
、現
在
、カ
ラ
ー
パ
タ
ー
ン
描

出
で
、理
解
し
や
す
い
表
現
を
開
発
中
で
す
。正
常

人
の
デ
ー
タ
は
米
国
耳
鼻
咽
喉
科
専
門
誌
で
も
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た

（L
aryngoscope 2008

）。

現
在
、頭
位
に
よ
る
嚥
下

パ
タ
ー
ン
の
変
化
や
、加
齢

や
脳
梗
塞
後
の
嚥
下
障

害
の
病
的
解
明
を
進
め
て

い
ま
す
。

光
を
創
る
・
光
で
創
る

21
世
紀
は「
光
」の
時
代
。宮
崎
大
学
で
は
特
色
あ
る

光
科
学
研
究
と
し
て
、波
長
が一
〇
〇
nm
〜
二
〇
〇
nm

の
真
空
紫
外
光
と
呼
ば
れ
る
領
域
に
お
け
る
レ
ー
ザ

ー
や
ラ
ン
プ
な
ど
の
光
源
開
発
と
、そ
れ
ら
の
光
源

を
用
い
た
光
プ
ロ
セ
ス
技
術
開
発
の
研
究
に
取
り
組

み
、世
界
初
の
レ
ー
ザ
ー
発
振
や
次
世
代
半
導
体
用

成
膜
技
術
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
、オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

基
礎
的
な
光
科
学
研
究
成
果
を
ベ
ー
ス
に
、次
世
代
半
導

From 長崎大学 究
メ
ル

From 琉球大学

From 宮崎大学

ManoScan（多チャンネル咽頭食道内圧計）

次世代エネルギー作物として期待されるキャッサバ

バイオマスガス化装置バガス炭化装置

メタン発酵、発電システム

風車

高速堆肥化装置

太陽パネル
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L
C
A（L

ife C
ycle A

ssessm
ents

）の
概
念
を
導
入
し
な
が
ら

補
助
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
工
夫
を
凝
ら
し
C
O
2
排
出
の
節
減
を
検

討
し
て
い
ま
す
。ま
た
、閉
鎖
型
ハ
ウ
ス
を
用
い
て
、バ
イ
オ
マ
ス

変
換
プ
ロ
セ
ス
で
排
出
さ
れ
た
C
O
2
ガ
ス
を
サ
ト
ウ
キ

ビ
や
ソ
ル
ゴ
ー
な
ど
の
C
4
型
光
合
成
植
物
に
強
制

的
に
吸
収
さ
せ
、栽
培
期
間
を
短
縮
さ
せ
る
と
同

時
に
温
暖
化
ガ
ス
の
完
全
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
の
確
立
を
検
証
中
で
す
。沖
縄
の
バ
イ

オ
マ
ス
研
究
の
魅
力
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

の
資
源
作
物
を
栽
培
・
研
究
で
き
る
点

に
あ
り
ま
す
。セ
ン
タ
ー
周
辺
に
資
源
作

物
の
展
示
場
を
造
る
の
も
夢
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。研
究
の
成
果
は
宮
古
島

市
を
は
じ
め
い
く
つ
か
の
自
治
体
の
バ
イ
オ

マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
な
ど
に
盛
り
込
ま
れ
、単

な
る
研
究
の
範
囲
を
超
え
て
実
用
面
で
も

効
果
を
発
揮
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
は
、

J
I
C
A
の
集
団
研
修
コ
ー
ス「
熱
帯
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
」の

中
で
も
活
用
さ
れ
、国
際
貢
献
の一翼
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

同
大
学
の
モ
ッ
ト
ー
は「
視
野
は
地
球
規
模
、バ
イ
オ
マ
ス
を
利

用
し
た
C
O
2
削
減
」で
、亜
熱
帯
沖
縄
の
太
陽
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
生
産
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
バ

イ
オ
マ
ス
か
ら
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
研
究
開
発
し
、地

球
温
暖
化
抑
制（
環
境
保
全
）と
地
域
活
性
化

に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。沖
縄
の
互
助
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
ユ
イ
マ
ー
ル
精
神
に
乗
っ
取
り
、サ
ト
ウ
キ
ビ
の

増
産
と
地
域
の
活
性
化
を
調
和
さ
せ
な
が
ら
世
界
的

な
バ
イ
オ
マ
ス
研
究
を
目
指
し
ま
す
。是
非
、宮
古
島
を
訪
問

す
る
際
に
は
、宮
古
島
バ
イ
オ
・エ
コ
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
を
見

学
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先
／0980 -76 -4333

（
宮
古
）、098 -895 -8754

（
琉
大
）

体
産
業
で
必
要
と
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
・
計
測
技
術
へ
の
応
用

や
、フ
ァ
イ
バ
ー
セ
ン
サ
ー
や

異
物
検
出
な
ど
他
分
野
で

の
光
計
測
技
術
応
用
に
も

つ
な
げ
、次
世
代
の
各
種
産

業
を
支
え
る
基
盤
技
術
に

「
光
」を
提
供
す
る
こ
と
で

成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

古
典
籍
が
蘇
る

長
い
歴
史
を
持
つ
京
都
大
学
に
は
、国
宝
・
重
要
文

化
財
を
は
じ
め
、多
く
の
貴
重
な
古
典
籍
が
所
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
貴
重
な
古
典
籍
は
、研
究
対

象
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、未
来
に
残
し
、次

代
に
確
実
に
手
渡
す
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
大
学
で
は
、平
成
18
年
度
よ
り
、所
蔵
す
る
貴
重

古
典
籍
・
古
文
書
を
中
心
に
、計
画
的
に
修
復
事
業

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。平
成
20
年
度
は
、附
属
図

書
館
が
所
蔵
す
る
貴
重
古

典
籍
・
古
文
書
の
中
か
ら
、

傷
み
が
激
し
く
閲
覧
に
供

す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た

「
論
語（
良
枝
筆
）」（
重
要

文
化
財
、清
家
文
庫
）、「
六

韜
秘
抄
」（
重
要
文
化
財
、

清
家
文
庫
）、「
中
院
日
記
」

（
中
院
文
庫
）な
ど
、11
点

を
修
復
し
ま
し
た
。

レーザー装置を用いた実験

From 京都大学

京都大学附属図書館所蔵　重要文化財「六韜秘抄」（写真左：修復前　写真右：修復後）

次世代エネルギー作物として期待されるヤトロファー

伝
エ
ル
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原
子
力
の
将
来
を
見
据
え
た
人
材
育
成

平
成
21
年
4
月
1
日
、福
井
大
学
附
属
国
際
原
子
力
工

学
研
究
所
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

同
研
究
所
は
、化
石
燃
料
の
涸
渇
化
や
地
球
温
暖
化
問

題
に
対
応
し
う
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
期
待
さ
れ
る
原
子
力

の
将
来
を
担
う
、世
界
最
高
水
準
の
原
子
力
技
術
を
継
承
す

る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　
こ
の
研
究
所
は
、「
安
全
と
共
生
」を
基
本
と
し
て
、日
本

の
み
な
ら
ず
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
特
色
あ
る
原
子
力
研
究

開
発
を
行
う
と
と
も
に
、国
内
外
の
若
手
研
究
者
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
原
子
力
の
教
育
・
研

究
拠
点
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、我
が
国
の
原
子
力
立
国
計
画
の

実
現
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、海
外
、主
と
し
て
ア
ジ
ア
の
人
材
育

成
を
通
し
、環
境
と
調
和
し
た
持
続
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
基
盤
を

持
つ
世
界
の
構
築
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

福
井
県
、特
に
嶺
南
地
区
に
は
、「
も
ん
じ
ゅ
」を
は
じ
め
と
す
る

種
々
の
型
式
の
原
子
力
プ
ラ
ン
ト
や
若
狭
湾
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン

タ
ー
な
ど
多
く
の
研
究
、研
修
、訓
練
施
設
が
あ
り
ま
す
。平
成
21

年
度
に
は
、こ
の
原
子
力
環
境
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
大
学
院
博

士
前
期
課
程
、博
士
後
期
課
程
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
、

工
学
研
究
科
原
子
力
・エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
工
学
専
攻
に「
原
子
力
工

学
特
別
コ
ー
ス
」の
創
設（
平
成
23
年
4
月
学
生
受
入
れ
開
始
予

定
）を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、平
成
23
年
度
に
は
、原
子
力
関
連
施
設
が
集
っ
て
い
る

福
井
県
敦
賀
市
に
移
転
し
、更
な
る
原
子
力
研
究
・
教
育
の
向
上

を
図
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
研
究
所
は
、北
陸
・
中
京
・
関
西
圏
な
ど
の
大
学
関
係
者
に

よ
る
共
同
利
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、学
内
に
お
い
て
は
、工
学
研

究
科
原
子
力
・エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
工
学
専
攻
や
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
医
学

研
究
セ
ン
タ
ー
と
密
接
な
協
力
に
よ
り
、研
究
所
、ひ
い
て
は
同
大

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
・五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の

輝
か
し
い
業
績
な
ど
を
紹
介

筑
波
大
学
は
、ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

金
メ
ダ
リ
ス
ト
を
輩
出
し
て
い
る
唯
一
の
大
学
で
す
。

同
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、朝
永
振
一
郎
、江
崎
玲
於

奈
、白
川
英
樹
ら
3
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の
業

績
や
研
究
内
容
な
ど
の
公
開
と
と
も
に
、柔
道
の
創

始
者
で
あ
る
嘉
納
治
五
郎（
東
京
高
師
校
長
）は
じ

め
、ス
ポ
ー
ツ
界
に
貢
献
し
た
同
大
学
関
係
者
の
金
メ

ダ
ル
や
資
料
を
展
示
す
る
な
ど
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
の
普
及
・
推
進
に

関
わ
る
教
育
・
研
究
に
力
を

注
い
で
い
ま
す
。ま
た
同
大

学
に
あ
る
11
の
附
属
学
校

の
歴
史
な
ど
も
併
せ
て
紹

介
し
、
1
4
0
年
近
く
の

歴
史
を
持
つ
知
的
財
産
を

後
世
に
伝
え
て
い
ま
す
。

伝
統
文
化
の
教
材
化
と
体
感
型
鑑
賞
教
育
の
融
合

子
ど
も
た
ち
の
生
活
空
間
に
お
い
て
和
文
化
が
減

少
す
る
今
日
、季
節
に
合
わ
せ
て「
掛
け
軸
」を
掛
け

替
え
る
と
い
う
日
本
特
有
の
風
習
も
失
わ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。こ
の
取
り
組
み
は
、「
掛
け
軸
」を
子
ど
も

た
ち
の
発
達
過
程
に
即
し
て
教
材
化
し
、開
発
し
た

教
材
や
独
自
の
資
料
な
ど
を
通
し
て
伝
統
文
化
の

学

ブ

From 筑波大学

原子力人材育成　実習風景

From 福井大学

体育コーナー

      福岡教育大学
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体
験
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。子
ど
も
た
ち
が
身
近

に
飾
る
こ
と
の
で
き
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
掛
け
軸
を
制
作

し
、古
式
の
掛
け
軸
を
実
際
に
巻
い
た
り
展
示
し
た

り
す
る
体
感
型
鑑
賞
教
育
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、日
本
の
伝
統
な
ら
び
に

文
化
財
へ
の
興
味
や
理
解

す
る
態
度
を
高
め
て
、時

代
に
即
し
た
伝
統
文
化
を

継
承
し
創
造
す
る
こ
と
の

で
き
る
実
践
的
教
育
を
進

め
て
い
ま
す
。

「
教
養
日
本
力
」高
度
化
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

東
京
外
国
語
大
学「
教
養
日
本
力
」高
度
化
推
進

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
は
、異
文
化
理
解
・
自
文
化
理

解
に
秀
で
た
国
際
人
の
養
成
と
い
う
同
大
学
の
使
命

に
も
と
づ
き
、国
際
日
本
研
究
を
す
す
め
、国
際
日

本
教
育
の
実
践
モ
デ
ル
を
開
発
す
る
こ
と
で
す
。こ
れ

ま
で
、日
本
語
学
、日
本
文
化
論
、日
本
文
学
な
ど

の
分
野
で
、国
内
外
の
研
究
者
を
招
い
た
公
開
講
座

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。今
年
度
は
、26
言
語
の
教

育
課
程
を
有
す
る
同
大
学
の
特
色
を
生
か
し
た
、学

生
に
よ
る
構
成
劇

「
多
言
語
の
語
り

と
劇
に
よ
る『
源
氏
物
語
』」

の
上
演
を
準
備
し
て
い
ま

す
。日
本
の
伝
統
文
化
を

深
く
理
解
し
、そ
の
現
代
化

と
国
際
化
を
め
ざ
す
教
育

を
実
践
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

掛け軸制作に取り組む子どもたちと指導する学生スタッフシンポジウム「教養日本力の創造に向けて」（2008年3月）

遠隔授業・連携ネットワーク

From 東京外国語大学

研究所と関連する北陸・中京・関西圏等の大学・機関との関係

福井大学附属国際原子力工学研究所

留学生
外国人研究者

学会
他大学・他機関

北陸・中京・関西圏等の大学・機関

地域：市民、事業者、関連産業

大学院博士前期及び後期課程教育カリキュラム
・実験実習

原子力機構・若狭エネ研・原子力安全システム研　もんじゅ・ふげん・加速器

共同利用設備

市民対象の教室　研修者対象授業

社会人の研修・再教育

若
手
育
成

人
事
交
流

設備の共同利用・人材の共同育成
教育研究者の共同研究・交流・支援
学生の受け入れ・派遣・交流・場の提供

Summer School・Winter School
連携

学
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

　

原
子
力
教
育
で
は
、原
子
力
の
基
礎
・
基
盤
と
な
る
原
子
物
理
、

原
子
炉
物
理
、放
射
線
計
測
、核
燃
料
・
材
料
、原
子
炉
制
御
、原

子
炉
工
学
、燃
料
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
体
系
的
に
指

導
し
、学
生
自
ら
が
そ
れ
ら
を
体
験
で
き
る
原
子
力
実
験
・
実
習
を

必
須
科
目
と
し
、原
子
力
を
実
感
で
き
る
教
育
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

ま
す
。ま
た
、ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
留
学
生
を
受
け
入
れ
、英
語
に

よ
る
指
導
を
行
い
ま
す
。こ
の
人
材
育
成
を
通
じ
て
、ア
ジ
ア
地
域
の

原
子
力
教
育
拠
点
を
創
設
し
ま
す
。

　

原
子
力
研
究
で
は
、高
速
炉
、新
型
炉
お
よ
び
燃
材
料
、廃
止
措

置
等
の
分
野
で
、福
井
の
特
色
を
活
か
し
た
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研

究
を
実
施
し
ま
す
。こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、原
子
力
の
分
野

で
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
知
識
、技
術
を
持
っ
た
教
員
を
こ
れ
か
ら
も

受
け
入
れ
、育
成
し
て
い
き
ま
す
。原
子
力
、特
に
高
速
炉
の
持
続

可
能
性
、安
全
性
、経
済

性
、核
拡
散
抵
抗
性
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、原

子
力
プ
ラ
ン
ト
の
信
頼
性

確
立
を
目
指
し
、ア
メ
リ

カ
、フ
ラ
ン
ス
な
ど
と
の
国

際
協
力
を
推
し
進
め
、原

子
力
研
究
の
国
際
拠
点
を

創
設
し
ま
す
。

　

北
陸
・
中
京
・
関
西
圏

等
の
大
学
・
研
究
機
関
と

の
設
備
の
共
同
利
用
、人

材
の
共
同
育
成
、共
同
研

究
、学
生
の
受
け
入
れ
・
派

遣
・
交
流
を
積
極
的
に
実

施
し
、さ
ら
に
は
社
会
人
の

研
修
・
再
教
育
に
貢
献
す

る
拠
点
を
創
設
し
ま
す
。

From         
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子
ど
も
た
ち
の
暗
記
能
力
を

大
切
に

　

今
の
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
教
育
環

境
を
見
た
と
き
、私
は
い
ろ
い
ろ
な
面
で
危

機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。知
育
、徳
育
、食

育
、体
育
、ど
れ
を
と
っ
て
も
、21
世
紀
を
支

え
て
い
く
の
に
、今
の
ま
ま
の
あ
り
方
で
い
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　

た
と
え
ば
知
育
に
し
て
も
、小
学
生
の
と

き
は
暗
記
能
力
が
極
め
て
高
い
で
す
。暗
記

能
力
の
高
い
と
き
に
は
、暗
記
す
る
べ
き
項

目
を
し
っ
か
り
暗
記
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。イ
ン
ド
で
は
二
桁
の
掛
け
算
を
暗
記

さ
せ
て
、数
字
に
慣
れ
さ
せ
て
い
ま
す
。暗
記

項
目
に
慣
れ
さ
せ
る
の
は
、極
め
て
重
要
で

す
。そ
し
て
、理
解
が
で
き
る
年
代
に
な
っ
た

ら
、理
解
す
る
べ
き
こ
と
を
き
っ
ち
り
と
教
え

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。そ
う
い
う
こ

と
が
、今
は
逆
の
方
向
に
行
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

徳
育
は
、ど
こ
か
に
忘
れ
て
し
ま
っ
て
、お

ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。韓
国

の
学
生
と
接
す
る
と
、儒
教
か
ら
礼
儀
作
法

を
授
か
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。宗
教

は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
で
い
い
の
で
す

が
、宗
教
が
徳
育
を
支
え
る
と
い
う
面
も
あ

り
ま
す
ね
。

　

食
育
は
、親
の
責
任
で
す
。子
ど
も
の
食

事
の
管
理
が
ち
ゃ
ん
と
で
き
な
い
よ
う
で
は

困
り
ま
す
。嫌
い
な
も
の
で
も
そ
れ
な
り
に

食
べ
さ
せ
る
よ
う
な
食
育
を
、親
が
責
任
を

国
立
大
学
は
、

21
世
紀
の
日
本
を
背
負
う
、

気
概
と
誇
り
を
持
っ
た

若
者
を
育
て
て
欲
し
い
。

福 地  茂 雄 氏
日本放送協会  会長
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持
っ
て
行
う
べ
き
で
す
。

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を
軽
視
し
て
は

い
け
な
い

　

歴
史
を
教
え
る
こ
と
も
大
事
で
す
。歴
史

を
知
ら
な
い
と
、外
国
の
人
た
ち
と
話
す
と

き
に
、会
話
の
内
容
が
極
め
て
貧
し
く
な
り

ま
す
。高
度
情
報
化
社
会
を
生
き
て
い
く
上

で
は
、相
手
の
文
化
を
理
解
す
る
こ
と
が
と

て
も
大
切
で
、そ
の
最
た
る
も
の
が
歴
史
で

し
ょ
う
。小
学
生
か
ら
大
学
生
に
至
る
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
に
ふ
さ
わ
し
い
歴
史
教
育

を
き
ち
ん
と
施
し
て
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
高
め
る
べ
き
で
す
。

　

大
学
に
お
い
て
は
、リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
が
軽

視
さ
れ
て
い
る
の
が
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。か

つ
て
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
で
、コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
診
断

を
し
た
の
で
す
が
、最
近
の
学
生
は
問
題
解

決
能
力
が
低
い
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。

こ
れ
は
大
学
で
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
が

不
十
分
な
た
め
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。つ
ま

り
事
象
を
理
解
す
る
力
が
足
り
ず
、何
が

問
題
な
の
か
分
か
ら
な
い
の
で
す
。こ
れ
で
は

困
り
ま
す
。す
ぐ
に
は
役
に
立
た
な
い
か
も

知
れ
な
い
が
、社
会
に
出
て
か
ら
し
っ
か
り
と

し
た
思
考
能
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、リ

ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
と
芸
術
の
果
た
す
役
割

　

健
全
な
精
神
は
健
全
な
身
体
に
宿
る
と

い
う
こ
と
で
、や
は
り
体
と
精
神
と
い
う
の
は

同
じ
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。学
生
に
し
て
も

社
会
人
に
し
て
も
、ス
ポ
ー
ツ
は
プ
レ
イ
ヤ
ー

だ
け
で
な
く
、応
援
す
る
人
た
ち
に
も
、集

中
力
、求
心
力
を
も
た
ら
し
ま
す
。国
際
競

技
で
あ
れ
ば
、い
い
意
味
で
の
愛
国
心
も
育

み
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
に
真
剣
に
取
り
組
み
、か

つ
熱
中
す
る
こ
と
の
教
育
的
効
果
は
、実
に

大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　

芸
術
は
、感
性
を
磨
き
、生
活
に
彩
を
与

え
、人
間
と
し
て
の
幅
を
豊
か
に
広
げ
る
と

い
う
意
味
で
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。日
本
の

芸
術
の
特
徴
は
、四
季
折
々
の
変
化
や
佇
ま

い
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。色
で
言

え
ば
中
間
色
、料
理
に
し
て
も
実
に
多
彩
で

す
。こ
う
い
う
こ
と
へ
の
理
解
が
深
い
と
い
う

こ
と
も
、日
本
人
と
し
て
国
際
化
社
会
を
生

き
て
い
く
上
で
は
と
て
も
重
要
で
す
。「
ゆ
と

り
教
育
」が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
が
、大
事

な
の
は
、「
時
間
の
ゆ
と
り
」で
は
な
く「
心
の

ゆ
と
り
」な
の
で
あ
っ
て
、そ
の
面
か
ら
も
芸

術
の
果
た
す
役
割
は
重
ん
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

国
立
大
学
は
個
性
を
明
確
に
せ
よ 

　

大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、教
育
と
研

究
、こ
の
二
つ
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
と
思
い
ま

す
。そ
の
中
で
、国
立
大
学
は
す
べ
て
の
都
道

府
県
に
、全
部
で
86
大
学
あ
る
わ
け
で
す

が
、こ
れ
だ
け
道
路
交
通
網
や
新
幹
線
が
発

達
し
て
き
た
中
で
、ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
。

統
合
に
よ
っ
て
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
し
て
い
く
の

で
あ
れ
ば
、そ
れ
は
十
分
検
討
に
値
す
る
と

私
は
思
い
ま
す
。ま
た
、そ
れ
以
上
に
、そ
れ

ぞ
れ
の
大
学
が
自
ら
の
個
性
、存
立
基
盤
、

存
在
意
義
を
明
確
に
し
て
い
る
の
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。も
し
そ
う
す
る
の
で
な
け
れ

ば
、大
学
存
立
の
必
要
性
が
問
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

以
前
と
は
異
な
り
、今
は
学
生
が
大
学

を
選
ぶ
時
代
に
な
り
ま
し
た
。選
ば
れ
る
理

由
を
各
大
学
は
は
っ
き
り
と
ア
ピ
ー
ル
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、中
期
計
画
は
、

ま
さ
に
国
立
大
学
が
中
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
つ
た
め
の
も
の
で
す
が
、変
化
の
激
し
い

こ
の
時
代
に
６
カ
年
の
計
画
期
間
は
少
し
長

す
ぎ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。中
期
計
画
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、現
在
の
環
境
に
あ
わ
せ
て

見
直
し
が
必
要
な
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、本
当
の
意
味
で
の
中

期
計
画
で
あ
る
の
な
ら
ば
、ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確

に
し
、そ
の
た
め
に
や
る
べ
き
こ
と
を
シ
ン
プ
ル

に
書
い
て
お
け
ば
い
い
の
で
す
。あ
と
は
年
次

計
画
な
り
、部
門
計
画
な
り
に
ブ
レ
イ
ク
ダ

ウ
ン
し
て
い
く
。こ
う
い
う
形
の
ほ
う
が
現
実

的
で
あ
り
、実
際
に
大
き
な
効
力
を
発
揮

す
る
と
思
い
ま
す
。

大
学
は
輩
出
す
る
学
生
の

品
質
保
証
を
せ
よ

　

入
学
試
験
は
無
く
し
て
、入
り
た
い
人
は

皆
、入
学
さ
せ
な
さ
い
と
、私
は
か
ね
が
ね

言
っ
て
い
ま
す
。出
る
と
き
は
4
年
か
か
っ
て

も
5
年
、6
年
か
か
っ
て
も
い
い
か
ら
、そ
の

大
学
で
み
っ
ち
り
勉
強
し
て
か
ら
出
な
さ
い

と
。今
の
よ
う
に
、勉
強
す
る
の
は
3
年
間
、

就
職
が
決
ま
れ
ば
4
年
目
は
遊
び
、と
い
う

よ
う
な
状
況
は
基
本
的
に
間
違
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

4
回
生
で
な
け
れ
ば
取
れ
な
い
単
位
を

設
け
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。そ
こ
に
専

門
科
目
を
び
し
っ
と
入
れ
て
お
く
。そ
う
す

れ
ば
、就
職
の
決
ま
っ
て
い
る
学
生
は
必
死
に

勉
強
し
ま
す
。1
回
生
、2
回
生
に
は
、リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
も
き
っ
ち
り
と
学
ば
せ
る
。そ
こ

で
は
み
出
し
た
科
目
は
4
回
生
で
や
ら
せ

る
。こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の

基
礎
学
力
を
持
つ
学
生
が
育
っ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

大
学
は
、卒
業
し
て
い
く
学
生
の
品
質
保

証
を
担
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。企
業
が
選

べ
ば
い
い
と
い
う
の
は
無
責
任
な
話
で
す
。質

の
高
い
教
育
を
施
し
、出
口
を
厳
し
く
絞
れ

ば
、企
業
は
そ
う
し
た
大
学
の
学
生
を
積
極

的
に
選
ぶ
で
し
ょ
う
し
、結
果
的
に
は
学
生
た

ち
も
、そ
う
い
う
大
学
に
高
い
期
待
を
い
だ

く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

産
学
官
連
携
で
人
材
を
育
て
る

　

産
学
連
携
は
理
系
で
は
進
ん
で
い
ま
す

が
、問
題
は
文
系
と
思
い
ま
す
。文
系
の
場

合
は
、地
域
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
の
が
よ
い

O  P  I  N  I  O  N
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の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。大
学
が
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
し
、持
ち
味
の
違
う
大
学
が
そ

こ
で
組
む
の
も
面
白
い
成
果
を
生
み
出
す
と

思
い
ま
す
。

　

寄
附
講
座
も
大
事
で
す
。一
企
業
に
限
ら

ず
、複
数
の
企
業
か
ら
経
営
ト
ッ
プ
を
は
じ

め
と
す
る
講
師
を
招
い
て
運
営
す
る
。資
金

や
人
脈
の
面
で
、同
窓
会
の
支
援
を
受
け
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

　

地
域
の
企
業
誘
致
に
し
て
も
、土
地
や
税

制
の
優
遇
は
す
で
に
当
た
り
前
で
、今
は

「
あ
な
た
の
会
社
に
ふ
さ
わ
し
い
人
材
が
供

給
で
き
ま
す
」
と
い
う
切
り
口
が
必
要
で

す
。北
九
州
に
自
動
車
産
業
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
が
、そ
の
大
き
な
理
由
は
工
業
分
野
の

専
門
人
材
が
豊
富
だ
か
ら
で
す
。工
業
教
育

の
歴
史
と
伝
統
、そ
れ
を
引
き
継
い
だ
現
在

の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
、そ
の
人
材
供
給
を

担
保
し
て
い
ま
す
。こ
の
レ
ベ
ル
で
の
産
学
官

の
連
携
が
、こ
れ
か
ら
は
ま
す
ま
す
重
要
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
日
本
の
出
番

　

環
境
対
策
に
つ
い
て
は
、エ
コ
ロ
ジ
ー
と
エ
コ

ノ
ミ
ー
は
両
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と

私
は
思
っ
て
い
ま
す
。当
初
は
そ
う
は
い
か
な

い
で
し
ょ
う
が
、大
学
で
の
研
究
と
産
学
の

連
携
を
活
発
に
行
う
こ
と
で
、実
現
に
近
づ

く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、日
本
は
す
で
に
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で

す
。特
に
、東
ア
ジ
ア
で
の
環
境
対
策
に
つ
い

て
は
、間
違
い
な
く
日
本
の
出
番
が
来
て
い
る

と
思
い
ま
す
。こ
こ
で
も
新
し
い
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
必
要
で
す
。た
と
え
ば
、私
が
九
州
大

学
の
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
に
出
会
っ
た
の

は
も
う
何
年
か
前
で
す
が
、そ
の
と
き
か
ら

九
州
大
学
で
は
学
部
に
関
係
な
く
、学
内
の

8
つ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が一
緒
に
な
っ
て
や
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。今
や
水
素
研
究
の

世
界
的
拠
点
に
成
長
し
て
い
ま
す
。環
境
系

の
学
部
や
学
科
に
し
て
も
、環
境
問
題
は

「
理
系
」で
も
あ
り「
文
系
」で
も
あ
る
の
で
す

か
ら
、経
済
学
部
、法
学
部
、水
産
学
部
な

ど
と
緊
密
に
連
携
を
取
っ
て
、新
し
い
研
究

と
教
育
を
推
進
す
る
べ
き
で
す
。組
め
る
相

手
を
探
し
て
、他
大
学
と
積
極
的
に
組
ん
で

み
る
こ
と
も
大
切
で
す
。単
位
の
互
換
制
度

も
ど
ん
ど
ん
進
め
て
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

気
概
、誇
り
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

　

国
立
大
学
に
は
、21
世
紀
の
日
本
を
背
負

う
、気
概
と
誇
り
を
持
っ
た
若
者
を
育
て
上

げ
て
頂
き
た
い
。私
の
願
い
は
こ
の
こ
と
に
尽

き
ま
す
。今
、大
学
も
学
生
も
、気
概
と
か

誇
り
を
ど
こ
か
に
忘
れ
て
き
て
し
ま
っ
て
い
る

よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。「
青
年
よ
、大
志
を

抱
け
」と
い
う
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
言
葉
も
あ

り
ま
し
た
が
、こ
う
い
う
教
育
は
、ひ
と
つ
の

講
座
か
ら
で
は
な
く
、た
と
え
ば
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

]
で
の
恩
師
と
学
生
と
の
全
人
格
的
な
触

れ
合
い
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
し
ょ
う
。こ
う

い
う
こ
と
が
非
常
に
大
切
で
す
。

　

学
ん
だ
こ
と
を
社
会
の
現
場
で
検
証
す

る
姿
勢
も
重
要
で
す
。自
分
た
ち
が
学
ん
で

い
る
こ
と
、学
ぼ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
、3

年
、5
年
、10
年
先
の
世
の
中
を
考
え
た
と

き
に
、果
た
し
て
方
向
性
と
し
て
間
違
っ
て
い

な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
を
馳
せ
て
み
る
。こ
の

よ
う
な
想
像
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
、気
概

や
誇
り
を
持
つ
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、大
学
に
お
い
て
は
経
営
マ

イ
ン
ド
を
高
め
、経
営
力
を
強
化
す
る
こ
と

で
、若
者
の
勉
学
の
環
境
を
よ
り
充
実
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
目
指
せ

　

私
た
ち
の
若
い
頃
に
は
、企
業
で
は
ゼ
ネ

ラ
リ
ス
ト
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。何
で
も
こ
な

せ
る
人
材
で
す
。そ
の
後
、競
争
が
激
し
く

な
っ
て
、ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
を
や
ら
せ
た
ら
人

後
に
落
ち
な
い
、と
い
う
専
門
的
な
技
量
を

持
つ
人
材
で
す
。と
こ
ろ
が
さ
ら
に
変
化
が

進
ん
で
く
る
と
、時
代
へ
の
対
応
力
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。自
分
の
基
軸
を
し
っ
か

り
と
持
ち
つ
つ
、環
境
の
変
化
に
的
確
に
対

応
し
て
自
分
自
身
も
進
化
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
人
材
で
、こ
れ
が
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル

だ
と
思
い
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
選
手
で
言
え
ば
、

イ
チ
ロ
ー
が
象
徴
的
で
す
。彼
は「
自
分
は
ピ

福地  茂雄（ふくち　しげお）
1957年 長崎大学経済学部卒
1999年 アサヒビール株式会社代表取締役社長
2000年 代表取締役社長兼COO
2002年 代表取締役会長兼CEO
2006年 相談役
2007年 社団法人企業メセナ協議会理事長に就任
2007年 上記に加え、東京芸術劇場館長に就任
2008年 日本放送協会会長

ッ
チ
ャ
ー
の一
番
得
意
な
球
を
打
ち
ま
す
」と

言
っ
て
い
ま
す
。超
一
流
の
変
化
対
応
力
を
持

っ
て
い
る
わ
け
で
、こ
れ
か
ら
の
若
い
人
た
ち

に
と
っ
て
良
き
指
針
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、表
舞
台
に
主
役
と
し
て
立
つ
人
だ

け
で
は
な
く
、世
の
中
の
す
べ
て
の
事
柄
は
、

目
に
ふ
れ
に
く
い
縁
の
下
の
力
持
ち
＝
ア
ン

サ
ン
グ
・
ヒ
ー
ロ
ー
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。そ
の
よ
う
な
立
ち
位
置
も
、人
間
の
生

き
方
と
し
て
十
分
に
誇
れ
る
も
の
な
の
だ
と

い
う
こ
と
も
、忘
れ
な
い
で
頂
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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　平成21年4月7日、（独）中小企業基盤整備

機構が整備し、北海道、札幌市、北海道大学と

連携して運営を行うインキュベーション施設「北

大ビジネス・スプリング」の開設を記念し、オープ

ニングセレモニーが開催されました。

　同施設は、北海道大学をはじめとした大学など

が有する技術シーズ、知見を活用した大学発ベ

ンチャーの起業及び中小企業などの新事業展開

を支援することにより、新事業・新産業の創出を促

進するとともに、地域社会へ貢献することを目的とし

た中小機構の公的賃貸施設であり、同大学キャ

ンパス内に、平成20年12月に竣工しました。

　オープニングセレモニーでは、主催者である

中小機構の前田正博理事長の挨拶ではじまり、

来賓の方々から北海道経済活性化に向けての

北大ビジネス・スプリングへの期待なども込めた

祝辞が述べられた後，関係者らによるテープカッ

トが行われ、盛況の内に終了しました。

　福島大学では、社会的要請の高い分野の研

究及び同大学の特色を活かした文理融合的

研究の推進を可能にし、自主的な研究活動の

強化及び新しい教育研究分野の発展に資する

ことを目的に「プロジェクト研究所」を設置すること

としました。

　この研究所は、原則として５年以内の設置と

し、学内研究員と学外客員研究員などにより構

成、外部資金や研究助成金での運営、研究成

果の公表、同大学の研究推進機構本部による

中間・終了時評価を行うこととしています。

　設置第１号となった「資源循環・廃棄物マネ

ジメント研究所」では、廃棄物の排出、運搬、処

理処分における資源化、減量化、情報化に関す

る研究をテーマに、各過程における排出者や事

業者の視点に立った研究を行います。さらには、

異分野の研究者が参画して学際的プロジェクト

研究を進める文理融合の研究推進体制をとっ

ています。

　この他、「権利擁護システム研究所」「地域ブ

ランド戦略研究所」「芸術による地域創造研究

所」「発達障害児早期支援研究所」「小規模自

治体研究所」が既に設置され、今後も文理融合

による研究や産学官連携に資する研究などの促

進が期待されています。

　東京学芸大学は、教養教育の工夫・改善の取

り組みとして、全学生向けの共通科目「学芸フロン

ティア科目」を開設しています。教員の他に、社会

で幅広く活動され、経験豊かなゲスト・スピーカー

を招き、21世紀の大学像・教育のあり方や現代社

会の諸課題について語っていただくものです。

　年々数が増え、今年度は6科目開講します。

「教育の現代的諸課題」は、藤原和博氏（同大

学客員教授・前杉並区和田中学校長）や地元

小金井市の第一小学校長で実践についての著

作も多い同大学特任教授・釼持勉氏他による講

義です。鷲山学長も1回担当します。前期は他に、

みずほFGなどとの産学連携共同研究を踏まえた

「はじめよう金融教育」、倉本聰氏主宰の富良野

自然塾との連携による集中講義「野外活動体験

を通じての自然環境学習」、後期にはコカコーラ

教育・環境財団の寄付講義「水と緑と環境」、同

大学国際戦略アドバイザーの池上久雄氏他に

よる「グローバリゼーションと教育」、同大学男女

共同参画推進本部企画の授業を開講します。

支
部 通 信

祝辞を述べる佐伯総長 テープカット

学長担当の授業 はじめよう金融教育のテキスト

北海道支部　北海道大学 インキュベーション施設「北大ビジネス・スプリング」の
オープニングセレモニーを開催

東京支部　東京学芸大学 「学芸フロンティア科目」の開講

東北支部　福島大学 文理融合的研究を推進する「プロジェクト研究所」を設置

「資源循環・廃棄物マネジメント研究所」メンバーによるプレス発表 「資源循環・廃棄物マネジメント研究所」文理融合の研究推進体制イメージ図

理　学

処理処分者

人  

文  

社  

会  

学  

分  

野

理    

工    

学    

分    

野

運搬者

連携・総合管理
地域（住民、行政、環境、産業、他）

排出者

工　学

政策学

経済学

行政学
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全国の国立大学から
最新のニュースを
お届けします。

支 　  部 　   通 　  信

　信州大学では平成19年度に学生支援GPと

して採択された「個性の自立を《補い》《高める》

学生支援」のフィールド体験部門のプログラムと

して、信州の身近にある自然を舞台に1年生を対

象としたフィールド体験実習を行っています。

　5月から8月にかけて、附属施設や連携施設を

利用した1泊、または2泊のプログラムで、農林の

実習、森林散策、自然観察や地域交流や伝統

文化などを体験します。学科ごとに企画され、「同

じ釜の飯を食う」という連帯感を共有できるこのプ

ログラムは、学生同士の親和性を高め、互いに

サポートし合えるピアサポート体制の確立を目的

とし、学生にも好評を得ています。また課題解決

能力の向上、ライフスキル支援部門によるフィー

ルド体験メニューは、人間力を高める支援にもつ

ながっています。今年度は農学部、教育学部・

理学部の全一年生を対象に実施され、来年度

は全学部一年生を対象に行われる予定です。

　金沢大学では、平成19年度に文部科学省の

学生支援GPに採択された「心と体の育成による

成長支援プログラム―社会に幸せをもたらす生

活の知恵を持った学生の育成―」が多彩な企

画を展開しています。

　心と体の育成を一体ととらえて、「健康診断」、

「食育プログラム」、「運動プログラム」、「自分を

見つめるプログラム」などを通して、他者との関係

性を構築するとともに、自分自身も成長するセミナ

ーやプレ・インターンシップなどを提供しています。

プログラムの目的は、自らがより良く生きていけるよ

うな力を付けるとともに、「社会に幸せをもたらす生

活の知恵」を身につけた学生を育てることにありま

す。

　特筆すべきは、プログラムの随所に歴史文化

都市・金沢の息吹が感じられるとともに、現代の

視点につなげていること、加賀野菜を料理し、地

元の魚をさばき、かぶら寿司や加賀麩などの伝

統食に触れる「食育プログラム」を体験していくこ

とです。また、「アカンサス・インターンシップ」で

は、地元の商店会会員と学生が、金沢を第２の

ふるさととするためのコラボレーションを始めようとし

ています。

　同大学の学生は約80％が一人暮らしで、卒

業後は県外に出て行く人が多くいます。また、海

外からの留学生も増えています。同プログラムは、

彼らが「金沢で学んでよかった」と胸にきざんでも

らえるよう、地域とともに「心と体の健康」を育んで

いきます。

関東・甲信越支部　信州大学 信州のフィールドを活用した、一年次生の体験学習

東海・北陸支部　金沢大学 心と体の育成による成長支援プログラム

北海道大学

福島大学

東京学芸大学

金沢大学
信州大学

鳴門教育大学九州工業大学
神戸大学

ベニバナナインゲンの収穫 植物ディスカッション

商店会会員を前にプレゼン
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　神戸大学はキャンパス内で有害紫外線を測

定し、ネットで公開しています。紫外線量がリアル

タイムで分かるので、外出時の紫外線予防など

に役立っています。

　地球を取り巻くオゾン層はフロンガスによって

破壊され続け、今ではこれまでで最も薄くなってい

ます。 そのため、薄くなったオゾン層を通過してくる

有害紫外線の量をモニタリングすることが重要

な課題となっており、世界中で有害紫外線量が

測られています。

　今日では、紫外線量は紫外線の危険度をあ

らわすUVインデックスに変換されてインターネッ

トで公開され、高い関心を集めています。 ところが

兵庫県には、リアルタイムでUVインデックスを公

開する観測地点がありませんでした。

　神戸大学大学院人間発達環境学研究科の

中川和道教授らのグループは、学内に設置され

た同大学サイエンスショップの活動の一環で、 

兵庫県唯一の常設測定点として有害紫外線量

の測定と公開を始めました。 同研究科キャンパ

ス（神戸市灘区鶴甲3丁目）のG棟屋上で測定

された紫外線Aと紫外線Bの強度は、 オンライ

ンで国立環境研究所に送られ、神戸の紫外線

量やUVインデックスがリアルタイムで全国にイン

ターネット公開されています。 

URL : http://db.cger.nies.go.jp/gem/ozon/ 

　　　uv/uv_index/index.html

　小学校英語教育に関する全国で唯一のセン

ターとして、鳴門教育大学に小学校英語教育セ

ンターが2005年4月に設置されました。小学校で

英語を教えることの是非が、かまびすしく議論され

ている時期でした。

　「総合学習」における「外国語活動」としてす

でに多くの小学校で英語学習が行われてきまし

たが、2年後の2011年度から正式の授業として

英語教育が実施されることになります。それを受

けて、小学校現場や教育委員会の要請に応え、

同センターの教員が講演や講習に年70回ほど

出向いています。学内外あるいは県内外でフォー

ラムを開催したり、ウェブページで教材をデータ

ベース化するなど、さまざまなサービスを展開して

います。

　小学校現場からの支援要請は年々増え、同

センター業務のニーズは高まることが予想される

一方で、今やすでに英語教育に関する小中高の

連携に対処しなければならない時期に来ていま

す。社会が注目する小学校英語教育を実践的

に指導および研究するセンターとして、その役割

は極めて大きいと実感しています。

　九州工業大学では、今年3月より九州工業大

学地球温暖化対策技術開発事業「グリーン

キューブプロジェクト」を推進しています。戸畑

キャンパスに設置された「グリーンキューブ」にお

いて、実証実験を行っています。

　同プロジェクトは、工学研究院・エネルギー研

究会が主体となって、電気電子工学研究系、建

設社会工学研究系、機械知能工学研究系、物

質工学研究系や各種センターに所属する研究

者及び外部の協力機関に所属する研究者のエ

ネルギー関連技術を持ち寄って、工学部横断

型のエコエネルギーデザインを行うことを狙って

います。

　｢グリーンキューブ｣とは、1辺2.5mの鉄骨・ガ

ラス張りの建物モデル。9棟の「グリーンキュー

ブ」において、自然エネルギー発電、ヒートポン

プ、屋上緑化、しっくい壁、エネルギー貯蔵など、

異分野を融合させた実証実験を行い、住宅や

ビルのコスト削減、省エネルギーを実現する融

合システム開発を目指します。

近畿支部　神戸大学

九州支部　九州工業大学 「グリーンキューブプロジェクト」を推進中！

構内で有害紫外線を測定しネットで公開

中国・四国支部　鳴門教育大学 小学校英語教育センター

英語学習授業

有害紫外線の測定有害紫外線の測定

英語学習授業

実証実験中の「グリーンキューブ」 9棟並ぶ「グリーンキューブ」

有害紫外線の測定
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子
ガ
メ
の
か
わ
い
さ

や
け
な
げ
な
姿
に
感

動
し
、ま
た
来
年
も

ウ
ミ
ガ
メ
に
出
会
い

た
い
・・・
と
続
け
て
い

る
う
ち
に
3
年
生
に
な

り
、気
が
つ
く
と
研
究
会

の
会
長
に
な
っ
て
い
た
、と

い
う
感
じ
で
す
。

―
研
究
会
の
年
間
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
す
か
？

佐
々
木　

私
た
ち
が
調
査
し
て
い
る
吹
上
浜
の
場

合
、6
月
上
旬
か
ら
7
月
末
ま
で
に
ウ
ミ
ガ
メ
が

―
ウ
ミ
ガ
メ
研
究
会
へ
入
会
し
た
き
っ
か
け
は
？

佐
々
木　

大
学
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
て
い
た
と
き

に「
ウ
ミ
ガ
メ
研
究
会
」と
い
う
サ
ー
ク
ル
名
の
イ
ン

パ
ク
ト
に
惹
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。ウ
ミ
ガ
メ
に

特
別
関
心
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、

「
ウ
ミ
ガ
メ
の
研
究
っ
て
何
だ
ろ
う
？
」と
気
に
な

り
入
り
ま
し
た
。実
は
、研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
で
入

る
前
か
ら
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
心
が
あ
る
人
は
ご
く
わ

ず
か
で
、私
の
よ
う
に
名
前
が
気
に
な
っ
て
入
っ
て

き
た
と
か
、友
達
に
連
れ
ら
れ
何
と
な
く
、と
い
う

人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。そ
し
て
、1
年
生
の
夏
に
は

じ
め
て
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
に
出
会
い
、そ
の
姿
や
形

に
と
に
か
く
圧
倒
さ
れ
、孵
化
調
査
で
出
会
っ
た

訪
れ
産
卵
を
し
、産
卵
の
2
カ

月
後
に
子
ガ
メ
が
孵
化
し
ま

す
。こ
の
産
卵
と
孵
化
に
つ
い
て

調
査
す
る
こ
と
、そ
し
て

産
卵
時
の
環
境
を

守
る
こ
と
が
活
動
の
中
心
で
す
。産
卵
の
時
期
は
、

日
曜
を
除
く
毎
日
、夜
9
時
か
ら
2.5
㎞
の
海
岸
線

を
歩
い
て
往
復
し
ウ
ミ
ガ
メ
や
そ
の
訪
れ
た
足
跡

を
探
し
ま
す
。ウ
ミ
ガ
メ
は
明
か
り
に
と
て
も
敏
感

で
、明
か
り
が
あ
る
と
産
卵
で
き
ず
に
海
へ
戻
っ
て

し
ま
い
ま
す
。だ
か
ら
、私
た
ち
は一切
ラ
イ
ト
を
付

け
ず
に
歩
き
、ま
た
浜
で
ラ
イ
ト
を
付
け
て
い
る
人

が
い
た
ら
注
意
し
て
消
し
て
も
ら
い
ま
す
。最
近
は

ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
が
、盗
掘
を
し
て
い
る
人
を
見

つ
け
た
ら
も
ち
ろ
ん
そ
の
場
で
や
め
さ
せ
ま
す
。そ

し
て
、足
跡
が
見
つ
か
っ
た
と
き
に
は
産
卵
が
行
わ

れ
た
か
を
チ
ェッ
ク
し
、ウ
ミ
ガ
メ
と
出
会
っ
た
と
き

に
は
産
卵
が
行
わ
れ
る
ま
で
じ
っ
と
待
機
し
、産
卵

太平洋に広く生息するウミガメは、奈良時代の「日本
書紀」に登場するなど古くから日本人に親しまれてきま
した。とりわけ、年間を通じて暖流が通る鹿児島県は
屈指のウミガメ産卵地として知られています。ところ
が、最近は生息数が減り続け、国際的な保護の取り
組みが進んでいます。この保護活動に20年以上の
長きにわたり取り組み続けてきているのが鹿児島大
学ウミガメ研究会なのです。

ウ
ミ
ガ
メ
を
取
り
巻
く
環
境
、

厳
し
い
現
状
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

鹿児島大学水産学部３年生　会長  佐々木　岳さん

鹿児島大学ウミガメ研究会

今
、学
生
は
！
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が
始
ま
っ
た
の
を
確
認

し
て
か
ら
全
長
や
甲
羅

の
大
き
さ
な
ど
を
ノ
ギ

ス
で
測
り
ま
す
。上
陸

し
た
ウ
ミ
ガ
メ
は
す
ぐ

に
産
卵
す
る
と
は
限
ら

な
い
の
で
、帰
り
が
朝
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。そ
し
て

２
カ
月
後
の
孵
化
時
期

に
は
、産
卵
時
に
記
録
し
た
場
所
へ
行
き
何
匹
が
孵

化
し
た
か
を
確
認
し
ま
す
。な
か
に
は
孵
化
し
た
も

の
の
砂
に
潜
っ
て
出
ら
れ
な
い
子
ガ
メ
も
い
る
の
で
、

そ
の
と
き
は
砂
浜
か
ら
掘
り
出
し
て
海
に
放
流
す

る
こ
と
も
し
て
い
ま
す
。

―
現
在
も
吹
上
浜
で
は
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
数
は

減
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

佐
々
木　

研
究
会
に
は
1
9
9
3
年
か
ら
の
産

卵
・
孵
化
の
デ
ー
タ
が
あ
る
の
で
す
が
、

多
少
の
上
下
は
あ
る
も
の
の一
昨
年
ま

で
は
年
々
減
る
傾
向
が
続
い
て
い
ま
し

た
。特
に一
昨
年
は
確
認
で
き
た
ウ
ミ

ガ
メ
の
上
陸
数
が
30
、産
卵
数
が
20
と

少
な
く
、シ
ー
ズ
ン
中
一回
も
ウ
ミ
ガ
メ

に
出
会
え
な
か
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
し

た
。昨
年
は
上
陸
数
が
1
0
0
を
超

え
た
の
で
す
が
、海
水
温
が
高
か
っ
た

た
め
に
増
え
た
可
能

性
が
高
く
、減
少
に
歯

止
め
が
か
か
っ
た
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
。本
当

に
増
え
て
い
れ
ば
い
い

の
で
す
が
・・・
。

―
活
動
で
一
番
楽
し

か
っ
た
こ
と
、手
応
え

を
感
じ
た
こ
と
は
？

佐
々
木　

普
通
に
生
活
し
て
い
て
ウ
ミ
ガ
メ
に
出

会
う
機
会
は
め
っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、そ
れ
が

経
験
で
き
た
こ
と
が一
番
大
き
い
で
す
ね
。私
の
場

合
、岩
手
県
出
身
な
の
で
ウ
ミ
ガ
メ
は
テ
レ
ビ
で
し

か
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、そ
れ
が

目
の
前
に
現
れ
、大
き
く
呼
吸
を
し
、産
卵
し
て
い

る
、し
か
も
触
れ
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
の
は
す
ご

い
こ
と
で
し
た
。ウ
ミ
ガ
メ
は
私
が
想
像
し
て
い
た
よ

り
ず
っ
と
大
き
く
体
長
は
75㎝
あ
り
ま
し
た
し
・・・
。

―
今
後
の
目
標
は
？

佐
々
木　

今
ま
で
続
け
て
い
た
吹
上
浜
で
の
ウ
ミ

ガ
メ
調
査
、保
護
活
動
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、多
く

の
人
に
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
、

そ
し
て
ウ
ミ
ガ
メ
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い
現

状
を
知
っ
て
も
ら
え
る
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

で
す
。昨
年
は「
か
ご
し
ま
環
境
未
来
館
」の
イ
ベ

ン
ト
で
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
展
示
を
行
っ
た
ほ
か
、

南
さ
つ
ま
市
の
６
つ
の
小
学
校
で
ウ
ミ
ガ
メ
や
環

境
に
つ
い
て
授
業
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。こ

う
し
た
機
会
に
地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
ウ
ミ
ガ
メ

に
興
味
を
も
っ
て
く
れ
る
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で

す
。今
後
も
機
会
が
あ
れ
ば
是
非
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※ 

鹿
児
島
大
学
ウ
ミ
ガ
メ
研
究
会　

昭
和
56
年
に
、吹
上
浜
で
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
の
盗
掘
を
防
ぐ
た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
始
め
た「
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
研
究
会
」が
前
身
。昭
和
61
年
よ
り
学
内
の
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熱
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介
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編 集 後 記

　前号から国立大学を取り巻く現状や高等教育の
重要性を特集した別冊版を同封しておりますが、い
かがでしたでしょうか？今回の別冊では、国立大学
の運営のために国から交付される資金（運営費交付
金）が経常収益の中でどの程度の割合か、また人件
費割合や日米の公的研究費の比較を行っています。
　国立大学は、大都市圏に限定されることなく、全
ての都道府県に設置されることによって高等教育
の機会均等を保障するとともに、地域社会の発展に
貢献する機能を担っています。しかしながら、毎年
１％ずつの運営費交付金削減で、国立大学の財政
状況は大変厳しいものとなってきており、このまま
削減が継続されれば、地域社会の教育研究基盤の
維持は困難となります。ぜひご覧いただき、このよう
な国立大学の現状についてのご理解と、引き続きの
ご支援を賜れば幸いです。

国立大学の目指すべき方向
自主行動の指針⑤

指針5
大学の活性化を目指したマネジメント改革
　大学が法人格をもつということは、大学が自律的
な経営体として機能することであり、大学の諸活動
についての権限と責任を明確にするということであ
る。とりわけ、管理運営の最終責任を担う学長の職
責は重く、教職員の代表であると同時に、経営トップ
としてのリーダーシップ機能が強く求められる。個
性豊かな存在感のある大学として発展するために
は、的確な現状認識の上で目指すべき方向を明確
に定め、構成員が一致協力して目標実現に向けた
努力を重ねるとともに、活動の結果を適切に評価
し、それを改革・改善に繋げるPDCA（Plan-Do- 
Check-Action）を活かした創造的マネジメントが
期待されている。
5-1：自主性と自己責任を基軸とした戦略的経営を

行う
5-2：大学の活性化につながる柔軟で効率的な大

学運営を行う
5-3：大学の諸活動の透明性を高め説明責任を果

たす
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【創】という漢字には「創傷」と「創始」の二儀があり、
「きず・きずつく」と「はじめ・はじめる」の意味があります。
現代では、後者の意味で用いられ、「新しく行動を行う」や「新たに行動（状態）が
認められること」を表すことばです。
文字の生業に敬意を表し、この三文字を描き、創り出しました。
筆 ： 東京藝術大学 学長　宮田 亮平




